








調査地点 調査年度 自動車交通量（台 時間）

福岡市産学連携交流

センター近傍

平成 年度

平成 年度

平成 年度

備考） 時～ 時の 時間交通量［資料：福岡市交通量調査集計、

（ ）、福岡市］

調査項目 主な調査結果の概要 調査結果に伴う課題 対応策案及び現状

建設作業騒音レベル 監視基準を満足している。

（基準： 値で 以下）

特になし。 特になし。

振動レベル 監視基準を満足している。

（基準： 値で 以下）

特になし。 特になし。

交通騒音レベル 環境基準を満足している。

（基準： 値で 以下）

大学関係車両の増加

による騒音の増大に

注意が必要である。

福岡市が学園通線（正門付近）で、平成

年度から交通量調査を行っている。

過去 年間のデータによると、交通量は

増加していない。
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資料 7 重要な種、注目すべき植物群落の課題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-7 ホタル類確認個体数の経年変化 

表 7-1 重要な種、注目すべき植物群落等のまとめ 

調査項目 調査結果に伴う課題 対応策案及び現状 

植物の 

生育状況 

引き続きイノシシの駆除を行うとともに、ナギラ

ンの保護が必要である。タシロランの生育周辺で

の竹林伐採の方法、ハンゲショウ周辺の草本類の

草刈の実施について協議する必要がある。 

ミゾコウジュは 7～8 月にセイタカアワダチソウな

どの草刈りが必要である。なお、草刈でミゾコウジ

ュ自体が刈り取られていた。ナンゴクデンジソウに

ついては、移植地の環境を改善する必要がある。 

タシロランは監視・管理を行い、必要に応じて保

全対策を行う。ナギランは、今後新たに株が確認

されれば、周辺を囲むなどの対策を行う。ナンゴ

クデンジソウは、移植地の環境を改善する。 

ミゾコウジュは、平成 22 年度調査では 17 株で

あった。草刈による被害を防止する柵を設置し、

草刈を行ったほか、種子を採取した。 

哺乳類 カヤネズミは、球巣 1個が確認されたのみであっ

た。生物多様性保全ゾーン周辺でのイネ科の植物

の生育状況把握と保全に注意を払う必要がある。

また、保全緑地管理計画に含まれる草刈りにあた

っては、充分な配慮が求められる。 

保全緑地管理計画に含まれる草刈りについては、

カヤネズミの球巣に十分配慮する。 

罠によるイノシシ駆除は継続して行なう。 

鳥類 移転用地内及びその周辺部では、希少種のサシバ、

キビタキが繁殖している可能性が高いことから、

造成等の工事を行う場合には、引き続き、これら

の種への配慮が必要である。 

特になし。 

爬虫類 特になし。 特になし。 

両生類 特になし。 特になし。 

昆虫類 特になし。 特になし。 

魚類 保全池は完全に水枯れしており、保全池の管理上

の問題点が改善されない限り、希少な魚類の保全

池としての機能はないものと考える。 

保全池内については、希少魚類の保全池としての

機能を十分に果たせるだけの管理体制を整える

必要がある。 

ホタル類 河床に堆積した土砂の掘削、校舎・街灯の光の遮

断などの対策を実施する必要がある。 

幸の神湧水付近の河床改善工事は冬季に行う予

定である。 

平成 22 年 5 月に、校舎のブラインド閉めの依頼

を学内に周知した。 

平成 22年度調査では、大原川で 67個体が確認さ

れた。 

付着藻類 特になし。 特になし。 

底生動物 今後も造成裸地からの濁水の発生を防止すること

が必要である。 

水崎川（No.1地点）では、福岡市が橋梁付替工事、

河川拡幅工事を行っており、工事の状況をみて、

調査箇所を移動する必要がある。 

水崎川の調査地点（No.1）は、工事の状況をみて、

約 50m上流側に移動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 7-8 大原川の河床堆積物（左）と夜間の校舎、街灯からの光（右） 

（左：平成 22年 3月撮影  右：平成 20年 5月撮影）

図 7-1 イノシシの被害を受けた 
    アキザキヤツシロラン 

図 7-3 ナギランの保護柵 

図 7-2 竹が枯れて日当たりの良く
なったタシロラン自生地 

図 7-4 ナンゴクデンジソウの移植地 

図 7-5 イノシシ 図 7-6 カスミサンショウウオの保全池 
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平成 21年度環境監視調査総括表（その 1） 

環境要素 調査項目 
平成 21年度 

主な調査結果の概要 調査結果に伴う課題 
対応策案および 

平成 22年 10月時点での対応状況 調査地点 調査頻度・時期 

騒音 

 

建設作業 

騒音レベル 

（資料 1参照） 

敷地境界付近 

（4地点） 

1日/週 

午前・午後各 1回 

監視基準を満足している。 

（基準：LA5値で 85dB以下） 

特になし。 特になし。 

 

交通騒音 

レベル 

（資料 1参照） 

福岡市産学連携 

交流センター近傍 

（1地点） 

1回/年 

監視基準を満足している。 

（基準：LAeq値で 70dB以下） 

特になし。ただし、今後の大学関係車両の増加によ

る騒音の増大に注意が必要である。 

特になし。 

振動 
振動レベル 

（資料 1参照） 

敷地境界付近 

（4地点） 

1日/週 

午前・午後各 1回 

監視基準を満足している。 

（基準：LV10値で 75dB以下） 

特になし。 特になし。 

水質 

（表面水） 

濁度、SS 

（資料 2参照） 

河川及び調整池 

（13地点） 

10回 

（雨水流出時） 

大原川県道部、大坂の池出口は、事前調査時の濁りを超える値はみ

られなかった。全 13地点のうち、最も SS濃度が高かったのは、Ⅳ

工区の 10号調整池出口の 690mg/Lで、昨年度（640mg/L）と同程度

であった。 

特になし。 特になし。 

水文・ 

水利用 

（地下水） 

地下水位 

（資料 3参照） 

用地内及び周辺の 

観測井 

（29地点） 

連続観測 

地下水位は、多くの地点で概ね過年度の変動幅内であった。ただし、

Ⅱ工区南側の低地部にある WL4-2では 9月以降水位が 1.5m程度低

下し、その後過去最低水準の状態が続いている。また、Ⅱ工区内の

WL21で水位が低下する頻度が多くみられた。 

地下水位の低下が示唆されるⅡ工区の監視地点に

ついては、注意が必要である。 

特になし。 

平成 22年 10月現在、WL4-2の地下水位は平成 20

年度と同程度に回復している。WL21 も低下する

頻度は平成 21年度に比べて少なくなっている。 

濁り等(濁度､pH)

の監視 

（資料 3参照） 

用地周辺代表井戸、

観測井、幸の神湧水 

（観測井 34地点） 

4回/年 

濁度と pHともに監視基準（濁度：2度以下、pH：5.8～8.6）を満足

している。 

特になし。 特になし。 

塩水化の 

監視 

（資料 3参照） 

用地周辺の平地部

の観測井 

（14地点） 

2回/月 

浅層の淡水部で、電気伝導度が一時的に上昇する地点がみられた

が、塩淡水境界が上昇する傾向はみられない。また、経年変化をみ

ても、特に大きな変化は認められない。 

特になし。 特になし。 

湧水量 

（資料 3参照） 
幸の神湧水源 連続観測 

年間を通して変動幅は小さく、過去の変動範囲内で安定していた。

年間平均湧水量は 218m3/日で、昨年度よりも 9.5％増加した。平成

10年度をピークに 12年度にかけて減少していた湧水量は、平成 13

年度以降、上昇傾向にある。 

三角堰及びその上流側の落ち葉や枯枝の撤去を行

うことに加え、湧水周辺に土砂が堆積しつつあるた

め、状況をみて取り除く必要がある。 

落ち葉、枯葉は、調査時に適宜取り除く。堆積土

砂については、状況をみて取り除く。 

雨水貯留 

浸透施設 

（資料 4参照） 

理系図書館駐車場 

浸透量：連続観測 

水 質：2回/年 

（夏季、冬季） 

平成 21年度の降水量は、計画降水量の 107.8％であった。雨水浸透

量は 4,255m3であり、計画浸透量の 57.2％と、過去最大であった。

浸透速度（時間浸透量）は、平成 21年 6月まで 0.25m3/hrと低かっ

たが、それ以降は 0.3m3/hrと、過年度と同程度となった。 

施設流入水質に重金属類等は検出されなかった。 

定期的な流入孔フィルターの清掃が必要である。 

浸透性能については概ね把握されたため、本地点の

調査は平成 21年度をもって終了する。 

22年度以降は、立体駐車場に新設した雨水貯留浸透

施設において調査する。 

理系図書館駐車場での調査は終了するが、浸透量

確保のため、降雨後の計画的な清掃が必要であ

る。 

地下水有害 

化学物質 

（資料 4参照） 

用地内及び周辺 

（観測井 5地点、 

幸の神湧水） 

1回/年 

バイオアッセイ試験の結果、使用した菌に対して変異原性は認めら

れていなかった。また、揮発性有機化合物も検出されず、中・難揮

発性有機化合物及び金属類についても、経年的に異常な数値は認め

られなかった。 

特になし。 特になし。 

 

陸生植物 

植物の 

生育状況 

（資料 6、7参照） 

残置森林中の代表 

植生他（26地点） 

現地踏査 

（対象種の適期） 

タシロラン自生地は竹の伐採、ハンゲショウは他の草本類による日

当たりの変化、ナギラン自生地、アキザキヤツシロラン、センリョ

ウはイノシシによる掘り返しにより、生育状態が安定していない。

移植したミゾコウジュは 12 株しか確認されず、17 年度の 0.4％に

まで減少している。Ⅱ工区のミズオオバコの自生地は、造成工事に

より消滅したが、生物多様性保全ゾーンの保全地（No.29）で、2

株が新たに確認された。ムヨウランが 7年ぶりにⅡ工区の保全地で

1株確認された。マヤラン、ナンゴクデンジソウ、エビネは生育が

確認できなかった。その他の絶滅危惧植物及び用地内希少種は、良

好に生育していた。 

引き続きイノシシの駆除を行うとともに、ナギラン

の保護が必要である。タシロランの生育周辺で竹林

伐採の方法、ハンゲショウ周辺の草本類の草刈の実

施について協議する必要がある。 

ミゾコウジュは 7～8 月にセイタカアワダチソウな

どの草刈りが必要である。なお、草刈でミゾコウジ

ュ自体が刈り取られていた。ナンゴクデンジソウに

ついては、移植地の環境を改善する必要がある。 

 

タシロランは監視・管理を行い、必要に応じて保

全対策を行う。ナギランは、今後新たに株が確認

されれば、周辺を囲むなどの対策を行う。ナンゴ

クデンジソウは、移植地の環境を改善する。 

ミゾコウジュは、平成 22年度調査では 17株であ

った。草刈による被害を防止する柵を設置し、草

刈を行ったほか、種子を採取した。 

航空写真 

撮影 

（資料 5参照） 

用地全域 航空写真：1回/年 

Ⅱ工区の造成に伴い、森林部が減少している。 特になし。 特になし。 
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